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令和５年度 第２号 ４月２８日発行 

「部活動のすすめ！」 
校長  齋藤 明 

 

４月の入学や進級から１ヶ月が過ぎ、新しいクラスや新しい仲間との学校生活も徐々に

軌道に乗ってきました。部活動では１年生の入部もあり、３学年そろっての活動がとても

新鮮な感じがします。これからの部活動でどんな思い出が創れるのかとても楽しみです。 

部活動は、学習を中心とした１日の中学校生活の中で、多くの生徒の潤いとなる活動の

１つとなっています。１年生にとっては、自分の好きな部活、興味を持ち、好きになろうと

している部活を選んだのですから、これから思う存分楽しんでください。 

中学校における部活動の良さは沢山ありますが、１つは異学年集団（先輩・後輩の関係）

で活動していることです。先輩が後輩を指導していく中で、先輩には責任感が生まれます。

尊敬できる素晴らしい活動をしている先輩を見て、後輩が自分の目標とすることもありま

す。これは、縦の関係で最も期待したいところです。 

また、自分を高めるために同学年だけでなく先輩後輩で互いに競い合える機会となると

ころも魅力です。「先輩より上手くなりたい。」「後輩には負けたくない。」など部内での競

争意識は、自分が成長する上での身近な目標となるからです。 

そして、活動する上で、最も大事なことは「目

的」（ゴール）をはっきりさせることです。 

右の図は、３月のＷＢＣで日本チームの優勝

に貢献し、見事ＭＶＰを獲得した大谷選手が高

校１年生の時に書いたシートです。当時の大谷

選手の目的は、「ドラフト１位８球団競合」です。

その目的を達成するための目標が８つ、さらに

その具体的な内容が８つずつ書いてあります。 

ある人が「見ているだけのものは夢、それを

口に出して言葉にした瞬間目標に変わる」と言

っていました。大谷選手は、１６歳の頃から誰

もが認める野球選手になるために、考えていました。ＭＬＢ選手として活躍中の今、大谷

選手がどのような「目的」を描いているのかも知りたいですね？ 

みなさんも、大谷選手のように好きな部活動で、具体的な目標を１つ１つ達成しながら最

終的に到達（実現）したい「目的」という目指すべきゴール（終点）を見つけて頑張ってい

きましょう。                    進め！輝け！松伏中！  進め！輝け！松中生！ 

大谷選手の目指したシート 


